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学生アンケートからみるオンデマンド型大学体育授業の
効果の検討
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本調査はオンデマンド型授業の受講者を対象に Google Formを用いてWeb 調査を行った。受講者の受講
理由や授業の実施状況、動画や種目に対する授業評価を明らかにするとともに、授業の効果や今後の課題を
検討することを目的とした。結果、受講者は通学時間に時間を要する者が多く、受講理由では「通学をしな
くて良い、有効に時間を使える」の回答が最も多かった。多くの受講者は、授業に取り組む曜日を決めてい
た。本授業の評価は、総合的に高かった。受講理由において「人目を気にすることなく運動ができる」を選
択した者は、中高体育授業の好き嫌いについて否定的回答者の方が肯定的回答者よりも多かった。以上のこ
とから、オンデマンド型大学体育授業は、受講者にとって有効に時間が使え、また運動を習慣化しやすいと
いった効果があると考えられる。また、体育授業に苦手意識のある者は人目を気にすることなく、積極的に
運動に取り組めるであろう。
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緒言

2020 年、新型コロナウイルス感染症により世界
的規模で感染が拡大し、わが国においても、同年 4
月 7日に緊急事態宣言が発令され、教育現場にも多
大な影響を与えた。大学はこれまでの対面授業から
遠隔授業が中心となり、一般教養体育授業（以下、
体育授業）では、不開講や開催時期の延期、実施種
目や遠隔授業への変更等を余儀なくされた（全国大
学体育連合，2020）。2020 年度前期、大学体育教員
を対象にした調査では、91.6％の教員はオンライン
を含む形で全授業を開講したが、82.3％の教員が例

年と比較し、労働時間が増えたという報告がある（難
波他，2020）。
本学新宿キャンパスの体育授業の実技のひとつで
ある「生涯スポーツ 1」と講義の「健康科学」は、
1年生 6学部 12 学科、約 1,100 名を対象としている
必修科目である。例年、学科を半分に分け、前期で
「生涯スポーツ 1（健康科学）」を受講した者は後期
に「健康科学（生涯スポーツ 1）」を受講していた。
しかし、緊急事態宣言が発令され、遠隔授業を余儀
なくされたことから、2020 年前期では、受講対象
学生全員が「健康科学」（オンデマンド型授業）を
受講した。徐々に新型コロナウイルスの全貌が明ら
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かとなり、同年後期の「生涯スポーツ 1」では、新
宿キャンパススポーツ・健康教育部会で独自のガイ
ドラインを作成し、①対面授業と遠隔授業を交互に
実施する隔週授業、②月 1回複数コマの対面授業と
遠隔授業、③全遠隔授業の 3つの方法で授業を実施
した。2021 年度は例年通り、実技授業は対面で行っ
ているが、大学の方針を受け、通年 38コマのうち、
前期後期ともに 1コマの遠隔授業を設置した。
大学での体育授業は、運動習慣の形成や健康増進
の知識、スポーツに親しむきっかけ作り等を育む最
後のステージである。対面体育授業（以下、対面授
業）の受講者を対象にした調査（西嶋他，1992；合
屋他，1993；中山他，2012）では、対面授業は受講
者にとって仲間・友達との交流の場、気分転換の場
であり、大学生活において有効な役割を果たしてい
るという報告がある。また、対面授業を受講する中
で、友達と関わることの楽しさを得た者は、大学生
活の充実感が高める可能性があると述べている（中
山他，2012）。
全国ほぼ全ての地域、約 6,000 名を対象にした調

査では、2020 年度は遠隔授業形態が 87.5％と圧倒
的に多かったこと、シラバスの変更により期待通り
に授業が受講できず、積極的に授業に取り組めた学
生は 7 割を下回ったこと、これまでの対面授業の満
足度は、5点満点中概ね 4 点台前半から中盤であっ
たが、遠隔授業では、5点満点中 2.92（どちらとも
いえない＝ 3）となり著しく下回ったことを報告し
ている（西田他，2020）。2020 年度に行われた遠隔
授業については様々な報告がある。例えば、遠隔授
業に取り組んだ教員は「規則的な正しい生活習慣」
「体力・身体活動の増強」「主体性や自主性」といっ
た教育効果を感じたが、「対人コミュニケーション
スキル」「学校への適応」については得られにくかっ
たという報告がある（難波他，2021）。また「通学
時間を運動時間に使えること」「学生の家族も一緒
に運動に取り組めること」「キャンパスが複数ある
大学では、他キャンパスの授業を履修することがで
きる」といった報告もある（慶應義塾大学体育研究
所，2021）。
体育授業は対面授業が一般的であるが、遠隔授業
というバリエーションが増えることで、障がいや配
慮が必要である学生への選択肢が広がり、またオン

デマンド型授業であれば、他の授業と重なることな
く再履修が容易になり、中退者減少に繋がることが
考えられる。
運動・スポーツの好嫌度とイメージについての調
査（澤井，2020）では、運動・スポーツを「どちら
かといえば嫌い」「嫌い」と回答した者の中では、
ネガティブなイメージだけでなく「からだを動かす
ので気持ちがいい」といったポジティブなイメージ
も上位に挙がっている。一方、女性では「できない
と恥ずかしい」といった他人の目を気にする回答が
あった。つまり、体を動かすこと自体が嫌いなので
はなく、集団の中での実施に対してネガティブなイ
メージを持っている者がいると考えられる。このよ
うに、これまで体育授業をネガティブに捉えている
学生、また体は動かしたいが、人目を気にして思う
ように運動ができない学生にとって、遠隔授業は積
極的に取り組んでもらえる可能性がある。
今後も遠隔授業が対面授業と併用し、実施される
可能性を鑑みると、受講者の意見や授業評価といっ
た客観的な評価が必要である。そこで本調査では、
オンデマンド型授業の受講者を対象にアンケート調
査を行い、受講理由や授業の実施状況、動画や種目
に対する授業評価を明らかにするとともに、授業の
効果や今後の課題を検討することを目的とした。

１．方法
⑴　 対象者
対象者は、2021 年度前期「生涯スポーツ 1・全遠
隔クラス」を受講した 1 年生 56 名のうち、調査協
力が得られた 43 名（男性 15 名、女性 28 名）とした。
「生涯スポーツ 1」は対面授業・遠隔授業を選択で
きたが、学科内で受講希望人数に隔たりが生じた場
合は抽選を行い、人数調整をした。なお、本授業を
第一希望とした者は「生涯スポーツ 1」履修者全体
の約 15％であった。

⑵　 本授業の流れ
本授業は、オンデマンド型授業であった。毎週月
曜日 9:00に授業動画（準備運動 10 分・主運動 20 分・
整理運動 10 分）を配信した。当該週の月曜日 9:00
～日曜日 23:00 迄に 2 回、配信動画を視聴しながら
実践すること、また各回 Google Formで感想や自
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身の運動している写真を添付する等の課題を提出す
ることになっていた。
本授業の概要を表 1に示す。有酸素運動と無酸
素運動をバランスよく配置し、授業前半をベーシッ
ク、後半をアドバンスとした。ベーシックでは基本
的な動きを習得し、アドバンスではベーシックより
も応用的な動きを取り入れた授業内容であった。種
目は、① 1人できる、②家でできる、③特殊な器具
を必要としないことを配慮し、授業前後に準備運動
や整理運動としてストレッチ等を行った。なお、担
当教員は筆者 1人であった。

⑶　アンケート調査内容
授業評価として、受講者に Google Formを用い
てアンケート調査を行った。調査項目は、①受講者
の基本属性（性別、住居、通学時間、中高体育授業
の好き嫌いについて、受講理由）、②本授業の実施
状況について（運動実施曜日、時間帯、場所）、③
本授業の種目評価（楽しかった、興味が湧かなかっ
た、対面授業に向いている、遠隔授業に向いている、
今後最も自分の生活に活かせる）、④本授業の動画
について（満足度、理解度）、⑤本授業の振り返り
（積極的に取り組めた、何度も繰り返し視聴できた
等、遠隔授業のメリットと考えられる項目、受講者
同士で交流がしたかった、運動スペースの確保が難
しかった等、遠隔授業デメリットと考えられる項目）
とし、すべて選択式であった。

⑷　調査方法
2021 年 10 月、Google Formを用いてWeb 調査

を実施した。アンケート調査の実施に際し、①強制
ではなく受講者の自由意思により行うこと、②研究
へ参加しない場合も不利益を受けないこと、③成績
とは一切関係がないこと、④回答は無記名で個人が
特定されず、プライバシーは完全に保護されること
の 4 点を説明し、上記に同意した受講者のみ回答を
依頼した。なお、本調査は、目白大学人文社会科学
系研究倫理審査委員会の承認を得ている（承認番号：
21 人－ 021）。回収率は 76.7%（56 名中 43 名）であっ
た。

⑸　統計処理
各項目については、単純集計を行った。データの
比較ではクロス集計をし、χ2乗検定を行い、有意
差が認められた質問項目は残差分析を行った。なお、
統計学的有意水準は 5％未満とした。

２．結果
⑴　単純集計の結果について
ⅰ　受講者の基本属性について
受講者の基本属性を表 2に示す。受講者は「男性」
34.9％、「女性」65.1％であった。受講者の住居につ
いては「実家」86.0％、通学時間は「60 ～ 90 分以内」
32.6％と最も回答が多かった。また、中高体育授業
の好き嫌いについて（中学校・高等学校で体育授業
が好きだったか否か）「好き」「やや好き」を合わせ
た回答は 53.5％、「あまり好きでない」「好きでない」
を合わせた回答は 46.5％であった。
ⅱ　本授業の受講理由について
本授業の受講理由を表 3に示す。受講理由とし

表 1　本授業の概要

授業回数 授業内容
1 ガイダンス（授業の説明、課題のやり方等）
2

ベーシック

有酸素
運動

ウォーキング（フォームの説明後、各自 20 ～ 30 分実施）
3 ヨガ（呼吸法、太陽礼拝）
4 エアロビックダンス（ローインパクトステップ）
5 無酸素

運動

体幹トレーニング（静的体幹トレーニング 5 種目、30 秒× 2セット）
6 高強度インターバルトレーニング・上肢（20 秒間全力トレーニングと 10 秒間休憩× 4種目× 2セット）
7 高強度インターバルトレーニング・下肢（20 秒間全力トレーニングと 10 秒間休憩× 4種目× 2セット）
8 中間レポート（自身で不足している体力要素（持久力や俊敏性等）を強化することを目的として、授業内容（2～7回）から2つ選択し実施）
9

アドバンス

有酸素
運動

ジョギング（フォームの説明後、各自 20 分程度実施）
10 ヨガ（呼吸法、バランスポーズ）
11 エアロビックダンス（ハイインパクトステップか筋力トレーニング要素を取り入れた動き）
12 無酸素

運動

体幹トレーニング（動的体幹トレーニング 6 種目、30 秒× 2セット）
13 高強度インターバルトレーニング・上肢（20 秒間全力トレーニングと 10 秒間休憩× 4種目× 2セット）
14 高強度インターバルトレーニング・下肢（20 秒間全力トレーニングと 10 秒間休憩× 4種目× 2セット）
15 期末レポート（①対象者をひとり決め、一緒に楽しめる、②自身が今後も継続できそうな授業内容（2～ 7回，9~14 回）を選択し実施）
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て「通学をしなくて良い、有効に時間を使える」が
23.3％と最も回答が多く、次いで「自分の好きな時
間に運動ができる」20.9％、「人目を気にすること
なく運動ができる」18.6％であった。

ⅲ　 本授業に取り組む曜日・時間帯・場所につい
て

授業に取り組む曜日・時間帯・場所を表 4に示す。
本授業に取り組む曜日は「決まっていた」「おおよ
そ決まっていた」で約 80％であった。また、時間
帯は「夜」60.5％、場所は「自室」69.8％と最も回
答が多かった。

ⅳ　本授業全体の授業動画の満足度と理解度
本授業全体の授業動画の満足度と理解度を表 5

に示す。動画の全体的な評価では、動画の満足度は
「満足」81.4％、「やや満足」18.6％、授業への理解
度は「深まった」65.1％、「やや深まった」34.9％と
両項目共に肯定的回答が 100％であった。

ⅴ　授業種目の評価について
授業種目の評価を表 6に示す。エアロビックダ
ンスは「楽しかった」34.9％、「対面授業に向いて
いる」34.9％、「運動をしていて配慮が必要だった」
41.9％の項目で最も回答が多かった。ウォーキング
は「遠隔授業に向いている」25.6％、「今後の生活
に活かせる」30.2％、ヨガは「興味が湧かなかった」
32.6％と最も回答が多かった。

表 2　受講者の基本属性

 性別 人数   ％ 住居 人数   ％ 通学時間 人数   ％ 中高体育授業の好き嫌い 人数   ％
 男性 15 34.9 実家 37 86.0 30 分以内 4   9.3 好き 16 37.2
 女性 28 65.1 アパート 6 14.0 30~60 分以内 12 27.9 やや好き 7 16.3

60~90 分以内 14 32.6 あまり好きでない 13 30.2
90 分以上 13 30.2 好きでない 7 16.3

表 3　本授業の受講理由

本授業の受講理由 人数 ％
通学をしなくて良い、有効に時間を使える 10 23.3
自分の好きな時間に運動ができる 9 20.9
人目を気にすることなく運動ができる 8 18.6
新型コロナウィルスの感染対策 7 16.3
対面授業を希望していたが、抽選に落ちた 7 16.3
遠隔授業に興味があった 1   2.3
運動している姿を他人に見られるのが嫌である 1   2.3

表 5　本授業全体の授業動画の満足度と理解度について

満足度 人数   ％ 理解度 人数   ％
満足 35 81.4 深まった 28 65.1
やや満足 8 18.6 やや深まった 15 34.9
やや不満 0   0.0 やや深まらなかった 0   0.0
不満 0   0.0 深まらなかった 0   0.0

表 4　本授業に取り組む曜日・時間帯・場所について

曜日 人数   ％ 時間帯 人数   ％ 場所 人数   ％
 決まっていた 12 27.9 朝 2   4.7 自室 30 69.8
 おおよそ決まっていた 22 51.2 昼 7 16.3 リビング等共有スペース 12 27.9
 あまり決まっていなかった 6 14.0 夜 26 60.5 庭・公園等 1   2.3
 決まっていなかった 3   7.0 深夜 2   4.7

決まっていない 6 14.0
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ⅵ　遠隔授業のメリットとデメリット
遠隔授業のメリットとデメリットの評価を表 7

に示す。遠隔授業のメリットとデメリットの項目に
ついては、先行研究（難波他，2021、慶應義塾大学
体育研究所，2021）で挙げられていた内容、また授
業を実施した上で筆者の主観的な視点を入れて検討
し、作成した。遠隔授業のメリットと考えられる項
目では「何度も繰り返し視聴できた」79.1％、「自
分のペースで運動課題ができた」72.1％、「教員か
らのフィードバックがあった」53.5％（表 7-1）、デ
メリットと考えられる項目では「課題の写真を撮る
ことが大変であった」65.1％、「運動スペースの確
保が難しかった」44.2％、「受講者同士で交流がし
たかった」39.5％の順で回答が多かった（表 7-2）。

⑵　 本授業の受講理由と中高体育授業の好き嫌いと
の関連について
本授業の受講理由と中高体育授業の好き嫌いとの
関連を表 8に示す。統計処理を行う前に、受講理
由で度数が 1の項目を分析から除外した。かつ、受
講理由と中高体育授業の好き嫌いについて検討する
必要性のない「新型コロナウイルスの感染対策」と
「対面授業を希望していたが、抽選に落ちた」の 2
項目も除外し、残りの 3 項目で統計処理を行った。
中高体育授業の好き嫌いでは、中高体育授業を「好
き」「やや好き」と回答した者を肯定的回答者、中
高体育授業を「あまり好きでない」「好きでない」
と回答した者を否定的回答者と示した。その結果、
否定的回答者（29.6％）の方が肯定的回答者（0.0％）
よりも受講理由で「人目を気にすることなく運動が

表 6　授業種目の評価

種目について
ウォーキング ヨガ エアロビックダンス 体幹トレーニング HIIT ジョギング 特になし
人数    ％ 人数    ％ 人数    ％ 人数    ％ 人数    ％ 人数    ％ 人数    ％

楽しかった種目 10 23.3 5 11.6 15 34.9 5 11.6 6 14.0 1   2.3 1   2.3
興味が湧かなかった種目 1   2.3 14 32.6 6 14.0 2   4.7 5 11.6 2   4.7 13 30.2
遠隔授業に向いている種目 11 25.6 9 20.9 6 14.0 7 16.3 4   9.3 3   7.0 3   7.0
対面授業に向いている種目 2   4.7 5 11.6 15 34.9 3   7.0 6 14.0 3   7.0 9 20.9
運動をしていて配慮が必要だった種目 1   2.3 2   4.7 18 41.9 0   0.0 12 27.9 3   7.0 7 16.3
今後の生活に活かせる種目 13 30.2 4   9.3 3   7.0 11 25.6 5 11.6 7 16.3 0   0.0

表 7-1　遠隔授業のメリット

思う やや思う あまり思わない 思わない
人数   ％ 人数   ％ 人数   ％ 人数  ％

何度も繰り返し視聴できた 34 79.1 9 20.9 0   0.0 0 0.0
自分のペースで運動課題ができた 31 72.1 10 23.3 2   4.7 0 0.0
教員からのフィードバック（授業後のコメント）があった 23 53.5 16 37.2 3   7.0 1 2.3
受講生以外（家族や友人等）と運動できた 21 48.8 14 32.6 6 14.0 2 4.7
積極的に運動課題に取り組めた 17 39.5 20 46.5 5 11.6 1 2.3
運動習慣が身についた 13 30.2 24 55.8 3   7.0 3 7.0
体力がついた 12 27.9 22 51.2 7 16.3 2 4.7
中・高校の時よりも、運動やスポーツに対して前向きな気持ちになった 12 27.9 22 51.2 5 11.6 4 9.3
健康になった（生活習慣が良くなった） 10 23.3 20 46.5 11 25.6 2 4.7

表 7-2　遠隔授業のデメリット

思う やや思う あまり思わない 思わない
人数   ％ 人数   ％ 人数   ％ 人数   ％

課題の写真を撮ることが大変であった 28 65.1 13 30.2 1   2.3 1   2.3
運動スペースの確保が難しかった 19 44.2 15 34.9 5 11.6 4   9.3
受講者同士で交流がしたかった 17 39.5 11 25.6 5 11.6 10 23.3
教員へ質問ができない・またはしにくかった 4   9.3 11 25.6 10 23.3 18 41.9
教員からの一方通行の授業であった 2   4.7 7 16.3 18 41.9 16 37.2
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できる」を回答した割合が有意に高かった（χ2＝
6.20，p ＝ 0.045）。

⑶　 受講者同士の交流を望む者と中高体育授業の好
き嫌いとの関連について
受講者同士の交流を望む者と中高体育授業の好き
嫌いとの関連を表 9に示す。受講者同士で交流が
したいと「思う」「やや思う」と回答した者を肯定
的回答者、「あまり思わない」「思わない」と回答し
た者を否定的回答者と示した。その結果、受講者同
士の交流について肯定的回答者は、中高体育授業の
好き嫌いについても肯定的回答者の割合が高く、受
講者同士の交流について否定的回答者は、中高体育
授業の好き嫌いについても否定的回答者の割合が高
かった（χ2＝ 6.66，p ＝ 0.01）。

３．考察
⑴　受講者の特性
受講者の特性として、実家から通っている者が多
く、通学時間で最も回答が多かったのは「60 ～ 90
分以内」32.6％、次いで「90 分以上」30.2％であっ
た（表 2）。本授業の受講理由として「通学をしな
くて良い、有効に時間を使える」が最も多かったの
は、通学に時間を要する者が多かったからであろう。

⑵　授業の実施状況から得られた授業効果
受講者の約 80％は、曜日や時間帯を決めて授業

に取り組んでいた（表 4）。運動頻度において、対
面授業は、一般的に週 1回であるのに対し、本授業
の場合、週 2回であった。頻度が増えることで、生
活の中で運動時間を作るきっかけとなり、運動が習
慣化されやすいのではないかと考えられる。
対面授業で身についた運動習慣は、学年が上がる
につれて弱まっていくことが報告されている（丸井
他，2011）。本授業において、対面授業を受講する
ことと遠隔授業を受講することで運動習慣に違いが
出てくる可能性もあるため、今後追跡していく必要
があると考えられる。また、対面授業を受講した卒
業生では、卒業後の運動習慣が高いという報告（小
林他，2016）がある一方、運動習慣が低いという報
告（櫻井他，2014）もあり、現時点では一致した見
解は得られていない。しかし、「体育の授業で得た
こと」では、筋力トレーニングやストレッチングの
方法を学び、卒業後の運動習慣や健康に役立ってい
るという報告（小林他，2016）、また「もう一度大
学に入り直すとしたら受講したい種目」では、ヨガ
が上位に挙がっている（櫻井他，2014）。本授業は、
上記の種目を授業内容に取り込んでいる。授業形式
だけでなく、実施した種目によっても卒業後の運動

表 8　本授業の受講理由と中高体育授業の好き嫌いとの関連

中高体育授業の好き嫌い
合計 p値

肯定的回答 否定的回答

本授業の
受講理由

通学をしなくて良い、有効に時間を使える 度数 4 6 10
n.s.

割合 14.8 22.2 37.0
自分の好きな時間に運動ができる 度数 5 4 9

n.s.
割合 18.5 14.8 33.3

人目を気にすることなく運動ができる 度数 0 8 8
0.045*

割合 0.0 29.6 29.6
*：p<0.05　n.s.：not significant　χ2検定

表 9　受講者同士の交流を望む者と中高体育授業の好き嫌いとの関連

中高体育授業の好き嫌い
合計 p値

肯定的回答 否定的回答

受講者同士で交流がしたかった
肯定的回答

度数 19 9 28
0.010*

割合 67.9 32.1 100 

否定的回答
度数 4 11 15

0.010*
割合 26.7 73.3 100

*：p<0.05　χ2検定
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習慣に影響があるのではないかと推察する。

⑶　授業評価から得られた授業効果
授業評価として、動画に対する満足度や理解度は
高く（表 5）、「何度も繰り返し視聴できた」等といっ
た、遠隔授業のメリットと考えられる項目で肯定的
回答が多かった（表 7-1）。また、遠隔授業のデメリッ
トだと考えられる「教員への質問ができない・また
はしにくかった」や「教員の一方的な授業であった」
に対しては、否定的回答が多かった（表 7-2）。す
なわち、本授業は、受講者が質問しやすい環境であ
り、教員の一方的な授業でなかったと考える。筆者
は、受講者の質問に対し、各回で授業に対する質問
や要望の任意記入欄を設け、その内容を受講者全員
に向けてフィードバックを行ったことが今回の結果
に反映したのではないかと考える。これまで対面授
業は、授業内で質問することが一般的であった。し
かし遠隔授業は、多岐にわたる質問ツールがあり、
自分の意見をまとめた上で授業時間外でも容易に質
問ができること、また質問することに対しての気恥
ずかしさがないことがメリットであろう。今後も、
受講者が気軽に質問できるシステムを残していくこ
とで、受講者の学びが深まるとともに授業の満足度
も高くなり、さらに授業の質が向上すると考えられ
る。

⑷　本授業で行った種目に対する授業評価と効果
授業種目の評価（表 6）として、各項目の上位を
検討することにする。
エアロビックダンスは「楽しかった」「対面授業

に向いている」「運動をしていて配慮が必要だった」
種目の 3 項目で最も回答が多かった。エアロビック
ダンスは、音楽に合わせて止まることなく、ステッ
プを踏み続けるため、学生の感想に満足感や充足感
を感じているコメントが多く、結果として「楽しかっ
た」という印象があったのではないかと考えられる。
一方、「対面授業に向いている」「運動をしていて
配慮が必要だった」の項目でも多くの回答が集まっ
た。エアロビックダンスは前後左右の動きがあり、
ある程度のスペースが求められる。また、ジャンプ
といったハイインパクトのステップでは騒音が生じ
る可能性がある。それらを考慮し、授業内容を検討

したが、受講者は自室学修、かつ、夜に授業に取り
組んでいた。こうした事情が調査結果に強く反映し
たと考えられるが、対面授業に向いているからと
いって遠隔授業に向いていないということには繋が
らないであろう。例えば、遠隔授業では個人でステッ
プを予習し、翌週の対面授業でそのステップを基に
全員で実践するといったハイブリッド型の授業を展
開することも可能である。また、エアロビックダン
スは多種多様のステップがあるため、スペースを考
慮せず、騒音が生じにくいステップを再度検討して
いくことが必要である。
ヨガは「興味が湧かなかった」種目で、最も回答
が多かった。受講者の感想には「動画や資料はわか
りやすかった」や「気持ちよく体が伸び、リラック
スできた」という前向きな意見もあったが、「体が
硬く、ポーズが上手にできなかった」という意見の
方が目立った。このことから、筆者が受講者の柔軟
性に対し過大期待してしまったため、受講者に負担
がかかった可能性がある。また、ヨガは呼吸に意識
を向け、動きやポーズを流れるように行うため、ポ
イントがわからない状態で行うと、ヨガで得られる
心地よさ等が得られなかった可能性も考えられる。
動画共有サービスでは多くのヨガの動画が投稿さ
れ、オンラインレッスン等もあるため、動画やプロ
グラムを見直していく必要がある。
ウォーキングは「遠隔授業に向いている」「今後
の生活に活かせる」種目で、最も回答が多かった。
ウォーキングは、難しい技術や用具が不要であり、
場所を問わず多様性もあることから、回答が多かっ
たと考えられる。授業の感想の中には、家族や友人
等と一緒に実施したというコメントが多かった。ま
た、授業の課題のひとつに、ウォーキング中のベス
トショットを投稿するよう設定し、そのことについ
てもポジティブな感想があった。ウォーキングは歩
くだけでなく、景色が変化していくので新鮮さを感
じ、また一緒に行う人とのコミュニケーションの場
にもなったのではないかと考えられる。
全体として、受講者は「楽しかった」種目に対し「特
になし」が 2.3％であった。一方、「興味が湧かなかっ
た」種目においては「特になし」が 30.2％という高
い割合であった。このことから、受講者は各種目に
対し幅広く興味を示し、実践していたことがわかる。
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受講者自身の体力や学修環境に応じて、運動強度や
難易度等が選択できることで、より満足感や達成感
が味わえ、怪我の予防にも繋がっていくのではない
かと考える。そして、今まで触れてこなかった種目
を体育授業で提供していくことで、よりスポーツや
運動に対する興味が湧くのではないかと考える。

⑸　本研究の限界
受講理由と中高体育授業の好き嫌い、受講者同士
の交流を望む者と中高体育授業の好き嫌いとの関連
を検討した結果、中高体育授業の好き嫌いで、否定
的回答者は肯定的回答者よりも、受講理由では「人
目を気にすることなく運動ができる」の割合が高く
（表 8）、受講者同士の交流についても否定的回答者
の割合が高かった（表 9）。このことから、体育授
業に苦手意識のある者や動作の習得に時間がかかる
者にとって、周囲の目に晒される対面授業は前向き
に取り組みにくい可能性があるのか、あるいは、体
育授業そのものが嫌いで交流がしたくないのか、本
研究では明らかにすることはできなかった。今後は、
この点を解明する必要があると考えられる。

⑹　今後の課題
本授業は、受講者同士の交流は全くなかった。受
講者同士で交流をしたかったと「思う」「やや思う」
に回答した者は半数を超えていた。遠隔授業の学生
同士の取り組みとして、Zoom等のリアルタイム型
授業では、学生がグループを作り、オリジナル体操
を作成しコンテストを行ったという報告がある（慶
應義塾大学研究所，2021）。一方、オンデマンド型
授業では、受講者に動画を撮影する課題を設定し、
それを教員が繋ぎ合わせ、1つの動画に作成する取
り組みがあった。受講者は、撮影を通じてクラスメ
イトと協力をしたり、他者の存在を感じることで遠
隔授業下でも 1 人でないことを感じたという感想が
あった（櫻井，2021）。これらを参考に、受講者の
満足度を高めるため、受講者同士の交流については
今後検討していきたい。

４．まとめ
オンデマンド型授業の受講者を対象にアンケート

調査を行い、受講理由や授業の実施状況、動画や種
目に対する授業評価を明らかにするとともに、授業
の効果や今後の課題を検討することを目的とした。
その結果、①受講者は、実家暮らしが多く、また
通学時間は「60 ～ 90 分以内」が最も多く、次いで
「90 分以上」であった。受講理由として「通学をし
なくて良い、有効に時間を使える」が最も多く、次
いで「自分の好きな時間に運動ができる」であった。
②本授業の実施状況において、多くの受講者は、授
業に取り組む曜日を決めており、時間帯は夜、場所
は自室が最も多かった。③本授業に対する評価は、
動画内容について満足度や理解度は高かった。また、
遠隔授業のメリットとして挙げた項目ではすべてで
高い評価であった。種目の評価では、種目によって
課題は残ったが、受講者は多くの種目に興味を持っ
て積極的に取り組んでいた。④受講理由と中高体育
授業の好き嫌いとの関連については、肯定的回答者
よりも、否定的回答者の受講理由は「人目を気にす
ることなく運動ができる」と回答した割合が有意に
高かった。
以上のことから、オンデマンド型授業は、受講者
にとって有効に時間が使え、また運動を習慣化しや
すいことが考えれる。さらに、運動やスポーツをす
る際、人目を気にすることなく、積極的に取り組め
ることが考えられる。
今後の授業課題として、受講者の環境に配慮した
授業内容を展開し、受講者同士の交流を深められる
ような取り組みを考える必要がある。また、調査の
課題として、本授業の受講者を追跡し、対面授業と
比較し運動習慣に違いがあるか否か、教育効果に違
いがあるのかについても検討していく必要があるで
あろう。
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